
数学２ 文字を用いた式の四則計算

出題の趣旨

文字を使って数や図形の性質を説明したり、方程式を解いたりする場面において必要と

なる、次のことができるかどうかをみる。

・数・式などを活用して、数学的に処理すること

・数と整式の乗法の計算をすること

文字を使って数や図形の性質を説明したり、方程式を解いたりする場面では、形式的な処理

によって容易に結果が得られるようにするために、項の意味や計算の法則に着目して文字を用

いた式の計算や処理をすることが大切である。

本問は、数と整式の乗法の計算ができるかどうかをみる問題である。数と整式の乗法は、文

字を使って数に関する性質を説明したり、方程式を解いたりする際に必要であることから出題

した。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ａ 数と式

(1) 文字を用いた式について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ア）簡単な整式の加法と減法及び単項式の乗法と除法の計算をすること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ １ ３x＋２y と解答しているもの。 80.9 ◎

２ ３x＋ 又は ＋２y と解答しているもの。 0.0

３ ３x＋ 又は ＋２y と解答しているもの。 0.0

４ x＋ 又は ＋ y と解答しているもの。 0.2

５ ５xy と解答しているもの。 1.9

６ 上記５以外で、６xyなど、xyの単項式を解答しているもの。 3.4

７ と解答しているもの。 0.0

99 上記以外の解答 9.7

０ 無解答 3.9

２．分析結果と課題

○ 正答率は 80.9％ であり、 数と整式の乗法の計算をすることができている。
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３．学習指導に当たって

○ 文字を用いた式の計算ができるようにする

文字を用いた計算が確実にできるようにするために、計算の法則を確認したり、計算の過

程を振り返ったりする活動を取り入れることが大切である。

本問を使って授業を行う際には、誤りを含む計算の例を提示して、その誤りを指摘する場

面を設定することが考えられる。その際、分配法則を確認しながら、どのように修正すれば

正しく計算結果を導き出すことができるかを検討することが考えられる。このようにして、

正しい計算過程とそこで用いる原理・法則の理解を深めることが大切である。

さらに、項の意味や計算の法則を振り返るなど、第１学年で学習した文字を用いた式の計

算を振り返る場面を設定することも考えられる。

○ 数学的に問題解決するために、文字を用いた式の計算や処理を的確にできるように

する

文字を使って数や図形の性質を説明したり、方程式を解いたりする場面において、文字を

用いた式の計算や処理を的確にできるようにすることが大切である。

例えば、平成29年度【中学校】数学Ａ３(4)で取り上げたように、次のような連立方程式

を解く場面を設定することが考えられる。

x＋ y＝５

＝１

ここで、二元一次方程式 ＝１ の x、yの係数が整数になるように両辺を６倍す

るとき、分配法則を用いて的確に処理することで、連立方程式を解くことができるようにす

ることが大切である。

なお、この連立方程式を用いて問題解決する場面として、例えば、以下のような問題を取

り上げることが考えられる。

問題（例）

大悟さんは自宅から５ｋｍ離れた図書館に行きます。はじめは時速６ｋｍで歩いていま

したが、途中から時速３ｋｍで歩いたところ、１時間後に図書館に着きました。

時速６ｋｍで歩いた道のりと時速３ｋｍで歩いた道のりは、それぞれ何ｋｍですか。

（参照）

「平成29年度【中学校】解説資料」pp.30-39

https://www.nier.go.jp/17chousa/pdf/17kaisetsu_chuu_suugaku.pdf#page=34

「平成29年度【中学校】報告書」pp.44-53

https://www.nier.go.jp/17chousakekkahoukoku/report/data/17mmath.pdf#page=48
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